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巻頭言

この度、東北学院大学情報処理センター年報第5号を発 ..

刊するにあたり、所長として一言ご挨拶申し上げます。

郵便局が民営化したということもあるでしょうが、この冬の

年賀状の宣伝には一段と力が込められていたように思われ

ます。著名なタレントを使って、手書きの年賀状の暖かみな

どを力説していました。たしかに昨今、クリスマスカードや年

賀状を電子メールで送る人が多くなっていると聞きます。か

くいう私も、ここ2、3年は、年末の忙しさもありますが、動画

を交えた凝った体裁のテンプレートに惹かれて、年賀の挨

拶のほとんどを電子メールで送るようになりました。かつての

ように、送る相手を思い浮かべながら、一枚一枚、葉書に

挨拶をしたためていくのは、結果的にそこに書かれてある内

容が、電子メールの文章と変わらなくとも、相手を思いやる

優しき持ちになれるということで、心を豊かにしてくれる作業

です。スローライフ、スローフードといわれるように、効率性追求から、人間らしい生活ヘの車云換が叫

ばれている今の時代にあって、もう一度、手紙、葉書の利用が見直されて良いのかもしれません。

さて、情報処理センターを取り巻く世界でも、例えぱIT(1nformation Techn010Ξy)に代わってICT

(1nformation communication Techn010gy)が使われるようになってきたように、単なる設イ蒲ではなく、

それを使う人間を意識した用語法ヘと変化しつつぁります。全国の主要大学をみても、教育インフラ

としてのIT設備はほぽ行き渡り、今後は、それを教育・研究にいかに役立たせるのかが問われていま

す。施設設備及びそれを利用して得られる「情報」も、それが人間にとってどのよう1こ役立つのかが

問われてぃるように思われます。情報処理センターも、それを利用して、世界中の情報に瞬時にア

クセスできる設備の提供を超えた、新たな役割を模索する時代になってきたのかもしれません。

東北学院大学情報処理センター

センター長高木龍一郎

1.情報処理センター長挨拶
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2 情報処理センターのシステム紹介と禾用事仮

2 情報処理センターのシステムについて

東北学院大学は、土樋キャンパス、泉キャンパス、多賀城キャンパスの3つのキャンパスに別れ

ています。それぞれのキャンパスには、学生の教育や教員の研究を支援するための情報処理センタ

ーが設置されています。これら3つの情報処理センターのコンピュータシステムは各キャンパスに

所属する学部・学科の教育と研究を支援することを目的にシステムを構築し運用してきました。し

かし、最近の急速な IT化の波は教育現場にも押し寄せ、従来にはなかったいろいろな機能が要求

されるようになってきました。特に、教育ヘのインターネットの活用、コンピュータリテラシー教

育など情報処理センターが支援する範囲が大きく変わってきました。

そこで、平成16年4月より3キャンパスの情報処理センターのシステムを同時に新しいコンピ

ユータシステムに更新することにしました。従来情報処理センターのシステム仕様は別々に設計し

てきましたが、今回は3つの情報処理センターを学生や教員からーつの情報処理センターと認識で

きるように、ソフトウェア、利用法、運用管理などを可能な限り共通化するようにしました。さら

に、各キャンパスに所属する学部・学科の教育に影響を与えないようにも考慮しました。このシス

テムの実現により、学生や教員はどのキャンパスの情報処理センターでも同じサービスを受けられ

るようになりました。さらに、ファイルサーバに保存したファイル類も、どのキャンパスからも参

照・保存できるようになりました。また、電子メールについても、まったく同じ操作で電子メール

の受信や送信ができるようになります。

このような考え方で構築された3つのキャンパスの情報処理センターのシステムについて紹介

します。

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

東北学院大学の3つのキャンパス

士樋キャンバス

泉キャンパス

戈学部(1,2年生)
経^(1,2年生)1キ

1ーコ
法子郡(1,2年生)
^(1,234年生)
メ^

^Ⅱ0:

多貝 ヤンバス

エ^名(1, 2 3,4年生)
大^

ず.'ノ

又学部(34年ヨD
経済^(34年生)

(34年生)口
^

睡



2 2 土樋情報処理センターのシステム紹介

士樋情報処理センターでは、文学部・経済学部・法学部に所属している昼間主コースの3・4年生と

夜間主コースの全学年を主対象として、コンピュータリテラシー教育や各種アプリケーションを用いた

実習、外国語教育等を支援しています。

平成 16年4月に導入した新システムでは自由度が高くかっ安定性も高い講義環境の提供を目指して

最新技術を導入し、教員および学生にとって利用しやすいコンピュータシステム環境を実現してぃます

(1)ハードウェア構成

、ム.

^

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

サーバ室

囲國図囲囲四

匝囲国厨鬮餌

センース

S'"ストレージ

フ丁イル/メールノネウトワーウサーバ

8 11教室

Ind岬SPC

学生用 X斜台
教員用 X1台

1 1

.

飼

8 1 2教室

"1nd0嘗S叱

学生用 X"台
教員用 X1台

"黙

ア_」ケノヨノサ

-J、

工

更in由酷管理サーバ

8 15教室

1

^

^

PSモノクロレーザ
X1ム

欝IM0粥叱

少人嚴ゼミ用 X5台

MヨClntoshpc

少人数ゼミ用 X5台

マルチメディア編集
編集用円 X2台
楯用譽 X1式

カラースキャナ X1台
インクジェット X1台
円モノクロレーザ X1台

813教室

謝lnd0郡PC

学生用 X32台
教員用 X1台

側サ

^

R'Sサ

8 14教室

・ im億$PC

学生用 X32台
教用 X1台

PSモノクロレーザ
XI 0

畷肌

一翫、

.

_コ、み

情報処理務室

Ind0粥PC X4台

PC周辺檀界
PSモノクロレーザ
PSカラーレーザ

^

、

PSモノクロレーザ
.コ

PSモノクロレーザ
X1ム

XI 0
XI 0

、

PSカラーレーザ
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(2)ソフトウェア構成

811教室~814教室

学生用 PC

OS W1Πdows xp professlo"ヨ1

Ms office 2003 Pro

Ms word

MS Excel

Ms powerpoint

MS Access

Ms pub11Sher

Ms visualstudlo.net 2003

一太郎 2004
Acrobat

4VMware

SymantecAntivirus cE
Z!stream 2.0

HDD Keeper
Java2SDK

Ter3TermproV23+1,9d

SSH I.5.4

Terapad vo.85

+Lhaca v l.1 8

FFFTP VI.92

CyberLiηkpowerDVD4.0
B $ Recored引 GOLD PE for HITACHI

Java vM

WlmgNet 学生用

(152 台)

教員用PC

(4 台)

Oswindows xp professi0Πヨ1

MS 0什ice 2003 Pro

Ms word

MS Excel

Ms powerpoint

MS Access

Ms pub11Sher

Ms visualstudio.net 2003

一太郎 2004
Acrobat 6

VMware 4

SymantecAntlvlrus cE
Z!stream 20

HDD Keeper
Java2SDK

TeraTermproV23+19J

SSH I.5.4

Terapad vo.85

+Lhaca v l.1 8

FFFTP V192

CyberLinkpowerDVD4.0
B'S ReC伽ed引 GOLD PE for HITACHI

Java vM

Wlin宮Net 教員用
オーサリングツール

アンケートツール

Photoshop ElementS2

少人数ゼミ用 Windowspc

OS W1Πdows xp professionヨ1

MS 0什ice 2003 Pro

Ms word

MS Excel

Ms powerpolnt

MS Access

Ms publisher

Ms visualstudio.net 2003

一太郎 2004
Acrobat

VMware 4

SymantecAntlvirus cE
Z!str舶m 2.0

HDD Ke即er
Java2SDK

TeraTermproV2.3+1 9J

SSH I.5.4

Terapad v085

+Lhaca v l.1 8

FFFTP VI.92

CyberLinkpowerDVD4.0
B'S Recoreder GOLD PE for "nACH

dava vM

WiiηgNet 校内 LANPC
オーサリングツール

PageMaker 7.0
ⅢUstr3tor

Mathematica

Photosh叩 ElementS2
SAS(0加on 含む)
HomeP3ge Builder V8

2.情報処理センタのシステム紹介と利用事例

815教室

(5 台)

少人数ゼミ用Macpc

814教室最前列(6台)

上欄に加え以下

SAS(optlon 含む)

OS.MヨCOS9 0SX

MS 0什ice xp v.10

Ms word

MS Excel

Ms powerpolnt

PageMaker 7.0
Acrobat 6

Photoshop ElementS 2
ⅢUstratorcs

NortonAntivirus

(5 台)

(アプリケーションサーバ経由)

全教室

Z ! str..m が動く PC (wmdow')から、

教用 PC (2台)

上欄に加え以下

SAS(optlon 含む)

OS.windows xp professlonal

秀吉 2003

弥生会計 03PRO

SPSS(0加on 含む)

以下のライセンス數内で同時利用可舵

マルチメディア編集用
PC

(2台)

Clementine 7.2

50 ライセンス

100 ライセンス

Os wmdows xp professlonal

Premiere LE

HDD Keeper
SymantecAntivirus cE
Adobe Reader 7

12 ライセンス

2 ーイセンス



2 3 土樋情報処理センターの禾用事何紹介

寅習

2
文献購読Ⅱ

3

講義名

翻訳実践

Ⅲ

4
情報検索演習

5

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

情報メディアの活用

6
コンピュータ演習

対象学生

経済学部経営学科

(昼間主コース) 4年通年

経済学部経営学科

(昼間主コース) 3年通年

文学部英文学科

(夜間主コース) 4年通年

文学部英文学科、歴史学科

(昼間主コース) 4年前期

文学部英文学科、歴史学科

(昼間主コース) 3年前期

文学部英文学科

(夜間主コース) 1年後期

つぎに、各講義で利用しているソフトウェアや講義内容につぃて説明します

後期

後期



講義名

対象学生

担当教員

演習

経済学部経営学科(昼間主コース)

主な使用ソフトウェア:エクセルおよびVBA

講義内容

株式の銘柄選択に必要な、経営戦略分析、財務分析、株価評価について学ぶ。具体的なデー

夕を使って分析できるように、 webクエリをつかって、データを自動ダウンロードし、必要な

分析が行えるツールを作成した

松村尚彦(所属:経済学音円

<サンプル画面>

(矢印ボタンを押すと、指定した銘柄のデータがWebからダウンロードされ、分析結果が表示

される)

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

4年通年

銘柄コードの入力

2579

ダウンロード結果

ダウンロード日

2593

2595

2006年7月5日

財務データ取得レーティング

3年 0Kコカ.コーラウエストホールディングス

伊藤園 3年 0K

キリンビバレッジ 3年 0κ

*成長率の計算や平均値の計算は、データ取得年数の小さ
い会社に合わせる

ダウンロード

3社の財務指標比較

売上高営業利益車

PBR

PER

1 ユ豊

売上高伸び率

ROE

^コカ・コーラウエストホールディングス

^伊藤園
^キリンビバレッジ

4 00

3.50

300

2 50

200

1 50

1 00

株価レーティング

1 →÷t、
Π'ハ

Π{、.

^現在

0.01
田.01
田03
-0.05
-0.07
-009
-0.11
-013

^3ケ月前比較
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講義名

対象学生

担当教員:松村尚彦(所属:経済学部)

文献講読Ⅱ・Ⅲ

経済学部経営学科(昼間主コース)

主な使用ソフトウェア:エクセルおよびVBA

講義内容

企業のバリュエーションを行う上で必要とされる基本的な概念を学習した上で、エクセルと

VBAを使って、割引キャッシュフローモデノレに基づくバリュエーションや、各種のシミュレー

ションを行った。

主な内容

下の(1)~(6)に沿った講義を行った後に、サンフル画面にあるようなシートを使って、

数値伊Ⅱこ基づくデモンストレーションを行った。

(1)株主重視の経営とバリュエーションの意義

(2)貨幣の時間価値の概念

(3)資本コストの考え方と計算方法

(4)キャッシュフローと会計的利益との違い

(5)資本構成の違いとバリュエーション

(6)割引キャッシュフローモデルによる企業のバリュエーション

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

3・4年通年



<サンプル画面>

割引キャッシュフローモデル

(矢印ボタンを押すと前提条件が変化し、予想キャッシュフローや資本構成の違いがバリュエ

ーションに与える影響をシミュレーションすることができる)

ロジエクトA 予想キャッシュフロー

基本的な前提 資本構成 350,000

売上高成長率 負イ
300.000原価比率 株主資本 80.0%80.0%

販管費比率 厶斗10.0% 100.0%
250,000リスクフリーレート 5.0%

投下資本 1,000,000
200,000

負債金額 200,000

プロジエクトの価値

正味現在価値

4,049,331

3,239,465
404 933

404,933

10,000

394,933

157,973

236,960

<計算過程>

予想損益計算
売上高
売上原価
一般管理費販売費
営業利益
支払利息
税引き前利益
法人税
最終利益

予想キャッシュフロー
NOPAT

減価償却費
営業キャッシュフロー
設備投資額
ネットキャシュフロー

現在価値の計算
各年の現在価値
現在価値合計

164,037

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

1.1 7 3.886

資本コスト
估用りスク

負債コスト
ペータ

資本コスト
WACC

2002

0年目

205,898
50,000

255,898

2003

1年目

1,500,000

1,200,000

150,000
150,000

10,000

140,000

56,000
84,000

17フ,579

0.0%

4.8%

0.9

8.5%

フ.8%

2004

2年目

255,898

242 960

50,000

292,960
0

292,960

193,152

1,フ70,000

1,416,000
177 000

17フ,000
10 000

167,000
66 800

100.200

210 998

2005

3年目

1,000,000

1 000,000

冒Ξ"
11 E N 肩 a E

150.000

100,000

90,000

50,000

140,000
0

140,000

2,088,600

1,670β80

208,860

208,860
10 000

198,860

79,544

H9,316

2006

4年目

1,173,886

2伽3年

2,4悦,548

1,971,638

246,455

246,455

10,000

236,455

94,582

141,873

106,200

50,000

156,200
0

巧6,200

133,588

2007

5年目

2卯5年 2伽7年

2,908,167

2,326,533

290,817

290,817

10,000

280,817

112,327
168,490

125,316

50,000

175,316
0

175,316

2008

6年目

142,219

147,873

50,000

197,873
0

197,873

3 431,637

2,745,309

343,164

343,164

10,000

333,164
133 265

199,898

2009

7年目

152,313

174,490

50,000

224,490
0

224,490

ー
ー
ー
年0

'
,

'
,

6883
一71

一

西現



講義名

対象学生

担当教員:箭川修(所属:文学部)

翻訳実践

文学部英文学科(夜間主コース)

主な使用ソフトウェア: win牙net→Micros0丑 Word

ブーマ

翻訳技法演習

講義内容・講義計画

英文和訳としての翻訳技法の習得を目指す。英文教材は、 Bernadette vaⅡely 66Waysto

SavetheEarth (林幸子編注、南雲堂)。

授業の実践形態:

Win牙netによって教材の配布、レホート管理を行なっている

学生は各自のコンピュータのウィンドウを上下に分割し、上方に配布された英文教材を表示

し、下方で翻訳作業を行なう。翻訳は可能な限り前方から行なうという方針のもと、理解すべ

き部分を蛍光へンによって色付けを行ないながら翻訳作業を進める授業中、教員はTAの協

力の下、学生のコンヒュータ間を回覧し、学生に助言や添削を行なう。

授業終了時に当日の作業結果をレポートとして提出させるが、授業時間内に作業が完了しな

かった学生は随時レポートを更新できるようにしている。

4年通年

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

10 -



講義名

対象学生

担当教員:石垣久四郎

情報検索演習

文学部英文学科、歴史学科(昼間主コース)

主な使用ソフトウェア

ブーマ

コンヒュータ及び情報ネットワークシステムの概要、データベースの概念及び情報検索シス

テムの基礎、情報検索技法の実践と Webプログラミング演習について、講義と演習を通じてコ

ンヒュータ及び情報ネットワークによる情報検索システムの知識を修得する

Micros0丑 Excel/柄10rd lnternet Explorer

Java2SDK, win牙Net, HTML,テキストエディタ

講義内容と計画

図書館情報学の基礎知識として、コンヒュータの基本構成・処理動作・情報表現・フログラ

ミング・情報処理、コンヒュータネットワークの概略理論とインターネットの概要、データベ

ースの概念ど情報検索システムの概要・構成と検索技法、web プログラミングについて、講義

と演習を行う。

講義は、以下のようなスケジュールで行う。

第1週から第6週までは、講義室で講義ずる

第7週から最終週までは、情報処理センターにおいてネットワークシステム配下のハーソナ

ルコンヒュータ(端末)を使って、以下の演習と実習を行う。

(D ブラウザ 1nternetExplorer と Microsoftword を使って、インターネット上に存在す

る様々な情報サーバにアクセスして、情報検索技法の実践演習を行い、演習課題に対する

検索結果について分析・評価法とりホート作成の編集処理を行う。また、毎週検索演習課

題を提示し、演習結果についてのりポートを作成して、提出することを課す

(2)町ML、 Java2SDK、テキストエディタを使って、情報発信のための Web フログラミング

の演習と実習を行う。

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

4年前期・後期



講義名

対象学生

担当教員:石加久四郎

情報メディアの活用

文学部英文学科、歴史学科(昼間主コース)

主な使用ソフトウェア

^買7

情報社会における学校図書館の活動環境は、従来の印刷資料に加えて、文字、映像、音声を

統合化したマルチメディア資料(電子情報)とインターネット情報の積極的な活用が学校教育

に導入され、多種多様化ヘと変革している。本講義では、このような教育環境下における学校

図書館司書教諭を目指す受講生が児童生徒に対し、高度情報通信機能がもたらす不安定な情報

の氾濫の中で情報の真偽、正確さを判断、評価するための知識を教育・指導することができる

教員育成をねらいとする

Micros0丑 Excel/ word lnternet Explorer

Java2SDK, wingNet, HTML テキストエディタ

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

講義内容と計画

本講義の内容は、①学校教育と情報社会、(2ン情報メディアの系譜とその現在、(3)多様な

メディアの利用、④学校図書館とコンピュータ、(5)電子図書館と学校図書館(6)学校図書館

と著作権、(フ)情報検索の基礎、(8)データベースの概念とデータベースの作成法・利用法、四)

インターネットの仕組み、 QO)インターネットフログラミングの仕組みと作成、(11)学校図書

館と著作権についての講義、及び情報処理センターで PC とネットワークシステムを使用した

演習・実習を行う

講義は、以下のスケジュールで行う

第1週から第6週までは、講義室で講義する。

第7週から最終週までは、情報処理センターにおいてネットワークシステム配下のハーソナ

ルコンヒュータ位揣末)を使って以下の演習と実習を行う。

(D ブラウザ 1nternet Explorer と Microsoft word を使って、インターネット上に存在

する様々な情報サーバにアクセスして、情報検索の実践と検索結果の評価法、及び情報リ

テラシーとして検索結果のりホート作成編集処理の実習を行う

(2) MicrosoftExce1 を使って、書誌情報データベース作成のためのデータ入力法の実習

を1テう

(3) MicrosoftExce1 を使って作成した書誌データベースを活用して関係型データベース

のデータ操作法の演習を行う。

(4)町汎、 Java2SDK、テキストエディタを使って、情報発信のための Web プログラミング

の実習を行う

3年前期・後期
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講義名

対象学生

担当教員

コンヒュータ演習

文学部英文学科(夜間主コース)

大野芳希

主な使用ソフトウェア: W'ord, Excel,1nternet Explorer

講義内容:

情報処理の基礎を、ワーフロ、表計算などの実習を通じて学ぶ。

主な内容:

(D コンヒュータの基本操作

(2)インターネットと電子メールの実習

(3)word による日本語ワープロ入門と応用

(4)Exce1による表計算とグラフ作成入門

(5)簡単なWebヘージの作成

1年後期

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

13 -



2 4

泉情報処理センターでは、文学部・経済学部・法学部・教養学部の1・2年生の情報処理入門教育と、

教養学部の3・4年生と大学院人間情報学研究科の専門的な教育を支援することを主な目的としてぃま

す。特に、 1・ 2年生を対象とした情報処理入門教育の支援を重視しています。そのための独自のソフ

トウェア起動メニュー画面を設計・開発し採用するなど、初心者の多い講義においても、円滑な講義が

行われるように様々な配慮をしています。

平成16年4月から稼動をはじめた新システムでは、マルチメディア等の先端技術を導入して、多様

な情報を扱える良質で高度な多人数教育にも対応するコンピュータシステム環境を実現してぃます。

泉情報処理センターのシステム紹介

(1)ハードウェア構成

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

多賀城キャンパス

務室
【サー{静】

ファ作サーハ'・ DNSサーバ
Mai1サーバ・"ツシュサーハ、
Webトバ・ DCサーバ
【ネットワーク機器】
コアスイッチ・ファイアウt-

第1コンピュータ室
教員用PC 2台

学生用PC 70台

4厶フりンタ

泉キャンパス

東北学院総合ネットワーク

第2コンピュータ室
学生用PC 80台

高速(ギガビット)ネットワーク

第3昌ンピュータ室
教用PC 2台

学生用 PC 70台

フりンタ 4厶

第2コンビュータ室は自習室です。第フコンピュータ室は言語教育ソフトウェアを含んでいます。

土樋キャンパス

第4コンピュータ室
員用 PC 2台

学生用 PC 25台

2厶フりンタ

第5コンピュータ室
教員用 PC7台

C

ブリンタ 1

カラーフ 1jンタ 1

サーバ室
用PC 8台

事務劃・'1

榔理,ーハ'1台

フ'りン,

第6コンピュータ室
教員用 PC 2 台

学生用 PC I00台

4厶フりンタ

子メールコーナー

学生用PC 5台

第フコンヒュータ室

教員用 PC 2 台

学生用 PC 50台

フりンタ 4厶

台

台
台
台



(2)ソフトウェア構成

学生起動メニュー画面から利用できるソフトウェア

表示名 ソフトウエア名

日本語ワープロ Microsoft 0什ice 2003 Professional word

表作成

データベース作成 Microsoft 0什ice 2003

プレゼンテーション

Microsoft 0什ice 2003 Professiona1 εXcel

日本語エディタ

Visual studio

Access

2003

Microsoft 0什ice

Powerpoint

C++言盲吾

15

Java 舌言吾

NET

Terapad ver085

Vlsual studio NET

2003 (C゛゛,C#,Basic,J#)

Boland c++ ver5.5

BasiC 昌言吾

Per1 言語

表示名

グラフィックス処理

3次元グラフィックス処理

数式計算Professional

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

2003

PHP 言語

USP 言語

統計解析

統計処理

画像編集

Professional

Java2

Verl.4.2 03

Pla廿orm

99Basic verl.1 9

数式処理

Actlve perl ver582

PHp ver4.3.4

ソフトウェア名

GCREW8 PIUS

Standard

タイプ練習

データベース管理

Drscheme ver206PI

Spss ver14.0

WindowSのスタートボタンからのみ利用できるソフトウェア

Adobe Acrobat 6.o standard /'、 Quick Tlme ver6.4 /,'、 Real player verlo.5 /' windows Media player ver9.0

+Lhaca ver0 72 /,' EDu symantec Antlvirus corporate Edition

教員用コンピュータのみ利用できる機能

講義支援機能(SKYMENuprover5.0)/出席管理機能/緊急メッセージ機能/アプリケーシヨン利用制限機

Adobe premiere LE

第フコンピュータ室(言語教育優先教室)のみ利用できるソフトウエア

Korean writer V5 /" chinese writer7

第5コンピュータ室教材作成システム

一太郎 2004 / Abs0什 ProFortranfor windows /コンバートスター統合版 15 / MPEG 自由自在/ creativesuite premlum J MAC /

リッチ.テキスト.コンバータ 2003 /表 OCR ・文書 OCR for Excel&word V5.0 /、' The Graphics for windows

Intemetbasicinternetスグレモ/' 1NSTANTCOPYV3.0 /新英和・和英中時点 V3.0 /広辞苑第五版/ starslte7

新英和.和英中時点 V3.0 /、 d エックス 9 力国語セレクト 3 /、 FileMakerpr06d /、 visi0 2003 Professlonal

Viavoice for Mlindows pro vlo /" Micros0廿 0什Ice vxmac /'NortonAηtivirusf for M3Cintosh ver9.0 /'、EGWORD13

Shade 7 Basic

Edition

R verl.8.1

Math Type ver5.0

スタースイート 8 Writer

スタースイート 8 Calc

Adobe photosh叩日ements ver2.0

Maxima ver5.9.0

スタースイート 8 1mpress

WWW ブラウザ

電子メール

ホームページ作成

ファイル転送

リモート端末

UNⅨ

Touch Typing Trainer

MysQL ver4.0.1 7

Startsuite writer

Startsuite calc

Startsuite lmpress

Internet Explorer ver6.0

Active! mai1 2003

ホームページビルダー Ver8.0

FFFTp ver192

Tera Term pro ver2.3

Turbo Linux lo desktop



2 5 泉情報処理センターの禾用事仮紹介

コンヒュータ演習

21

コンヒュータ演習

基礎統計学

情報りテラシー

講義名

5 英語1、英語Ⅱ、英語演習

22

総合演習

文献購読1

央言吾 1

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

9 コンヒュータ演習

23

対象学生

文学部英文学科 1年前期

文学部歴史学科 1年前期

文学部歴史学科 1年後期

文学部歴史学科 1・2年後期

経済学部経済学科 1年通年

教養学部 1・2年生

経済学部 1・2年生

経済学部経営学科 2年後期

経済学部経営学科 2年後期

法学部法律学科 1年通年

法学部法律学科 1年前期

法学部法律学科 1年後期

法学部法律学科 1年半期

法学部法律学科 1年後期

教養学部 1年半期

教養学部 1年後期

教養学部 1年前期

教養学部 1年後期

教養学部 1年半期

教養学部 1年後期

教養学部 1年後期

教養学部 1年後期

教養学部人間科 2年通年

教養学部人間科 2年後期

教養学部地域構想 2年後期

教養学部 3年後期

教養学部情報科学科 3年後期

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

基礎コンヒュータA

基礎コンピュータB

基礎コンピュータA

基礎コンビュータB

基礎コンヒュータA

基礎コンヒュータB

基礎コンヒュータB

基礎コンヒュータB

社会調査実習

心理実験実習

地域情報解析

コンヒュータと論理

フログラミング言言吾B

14

つぎに、各講義で利用しているソフトゥエアや講義内容について説明します。

18

19

20
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講義名

対象学生:

口

担当教員ソ」、畑征一郎

コンヒュータ演習

文学部英文学科

主な使用ソフトウェア: words, Excel,1BMホームヘージビノレダーなど

講義内容

先ず、情報の有用性、情報とコンヒュータの関り、コンヒュータの仕組みなどを概説し、

次に、コンピュータの使い方として、ネットワークに接続されたPC (OS:windows)を用い

て、ワープロ、表計算、インターネットでの情報検索、ホームヘージの作り方などを学習する。

1.ワープロによる文書作成例

歴史学科 1年前期

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

スキー講習会の案内

冬の新企画、スキー講習会を開催しますつきましては、下記事項を確認の上、参加希望者は

佐藤まで申し込んでください。

なお、詳細に関しては、参加者を対象に説明会を開催します。家族共々ふるってご参加ください

言己

1.期日平成 1 8年2月 7 日(士)~ 2月 8 日(田

2.場所山形蔵王スキー場

3.交通貸し切りバス

試4.会費 22, 000円

5.定員 40名(定員になり次第締め切ります)

表計算とグラフ表示例

表

商品名

A商品

B商品

C商品

D商品

E商品

その他

合計

商品別売上高

売上高構成比

17%11

12%85

183

37

15

27%

5%

23%

16%

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

0

以上

109

682 100%

商品別売上高比較

口売上高

口

途゜途゜魯゜途゜魯゜ d

口
口



講義名

対象学生

扣当教員

コンヒュータ演習

文学部歴史学科 1年

主な使用ソフトウェア: Micros0丑Word, Excel

講義内容

コンヒュータの基本操作と文書作成、表計算、グラフ作成等を学習する。

一モ 早口

主な内容

(1)日本語入力

(2)文書作成・編集・印刷

(3)表計算・グラフの作成

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

例えば、あるデータから表を作成し、色々な表計算を行う。その結果を用いて

次のようなグラフを作成する

12,000

10,000

8ρ00

6ρ00

4,000

2,000

0

携帯電話別契杓数の推移

6,1 53

2ρ88

6,045

1997年

3,153

5β47

1998年

4,153

5,555

1999年

5,1 14

口加入電話

口携帯電話

口 PHS

2000年

18 -
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講義名

対象学生

担当教員

基礎統計学

文学部歴史学科

主な使用ソフトウェア: Micros0丑Excel

講義内容

統計学の基礎理論,市販の表計算ソフトによるデータ

解析の方法,研究成果,りサーチの結果の効果的なプレゼンティション,など

岡安隆照

1・2年後期

主な内容

①統計学の目的と理念

(2)カイ 2乗分布などの頻出する分布

(3)データの記述法

(4)Exce1によるハラメータの推定と,帰無仮説の検定

(5)効果的なフレゼンティション

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

19 -



講義名

対象学生

担当教員

情報りテラシー

経済学部経済学科

主な使用ソフトゥエア: MS'Excel, MS'W'ord, Mspowerpoint,1nternet Explorer

佐藤健

講義内容

情報は生き物です。情報りテラシーとはその情報を活用する能力のことをさします。この講

義では「情報の収集」、「情報の分析」、「情報の判断」、そして「情報の伝達」といった 4 つの

テーマについて学習します。

「情報の収集」では、インターネットを利用した情報検索や、図書データベースを利用した図

書検索などを通して、いかにして自分が必要な情報を入手するかという手法にっいて学習しま

す。また、インターネットを利用していく上で必要となる基礎知識や情報倫理、セキュリティ

などの現状についてもふれ、正しく、安全にインターネットを利用してぃくための基礎にっい

ても学習します

「情報の分析」では様々な統計データをもとに、グラフの作成、基本統計量の計算、回帰分析

などを通して、数字からだけでは見えてこない様々な特徴、傾向を定量的に分析する手法にっ

いて学習します。

「情報の判断」では分析した情報がどのようなことを物語っているのかを定量的、客観的に判

断する手法について学習します。

「情報の伝達」では各自取り組んだ課題を個人のホームヘージ上で公開することで、情報を発

信する立場での作業や考え方について学習します

以上の学習の集大成として、後期はグルーフでの演習を行ないます。グループ演習では、身

近に存在する様々な疑問点からテーマを選定し、そのテーマに関する様々な情報を収集し、分

析し、判断し、最後にプレゼンテーション形式で発表を行ないます。

1年通年

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

講義では単なるコンヒュータの操作方法ではなく、コンヒュータを利用して情報をいかに活

用するかという点に重点を置いて学習します

- 20 -



講義名

対象学生

担当教員:風斗博之(所属:教養学部)

英語1、英語Π,英語演習

教養・経済・経営 1・ 2年生

主な使用ソフトゥエア. CALLMain,音素識別練習など多数

講義内容

自作のコンヒュータ英語学習教材を使い、英語の読解・作文・聞き取りの授業を行っている

使用している主な教材

出席の記録・学生ヘの提示・Q&A・教材のランチャの機能を持つCALLMain

ミニマルヘアを使った英語音素の識別練習英語音素識別練習

基本構文のパターンをマウスを使った語の正序で練習英作文並ベ替え

音声を聞いて英文を打ち込むDictation 練習

教科書等の新出単語の復習に利用単語QUIZ

年に4回ほど受験させ語章力を測定。1TR利用。語章カテスト

読解用の教科書として2006年度はアメリカの小学校4年生の教科書を使用したが、今年

度はWEB上のテキストと音声を使用予定上級のクラスではTOEIC の問題集も使用してい

る。

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

単語QUIZ
ルヨ器ノスト 4ThGrad引Report

21/34 T0日C(;刀)第2回Par".txt

ノ丈^/＼キ・ユ

b

Uncle己red

Sound Check

CheckとNexU才スペースで代用できます。

口回図

回答の前に発声

ゾ回答の後に発声

BACK(ぢ主雋ID

NEXT(莚傭ID

一2

己
a

n
n

Y
V

1

抽
抽

S
S



講義名

対象学生

担当教員

総合演習

経済学部経営学科 2年後期

主な使用ソフトウェア: visualc++.net

根市志(所属:経済学部)

講義内容

プログラミング言語C十+を使って、オブジェクト指向プログラミングの基礎を学習し、ソフ

トウェアがどのようにして作成されているのかを理解する

主な内容

(1)フログラミング西語とは何か

フログラミングの方法論、フログラミング言語の種類などを学習する。

(2)オブジェクト指向プログラミングとは何か。

オブジェクト指向とは何か、オブジェクト指向プログラミングの基本概念などを学習

する。

(3) C++プログラミングの基礎

C十+プログラムのコンハイノレ、演算、条件式、繰り返し、関数などC++の基本プロク

ラミングを学習する

(4) C++を使ったオブジェクト指向プログラミングの基礎

オブジェクトを生成するため、クラスを作成し、それから全体のプログラムを構成す

る方法を学習する

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例
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講義名

対象学生

担当教員:谷内正文(所属:経済学音円

文献講読1

経済学部経営学科

主な使用ソフトウェア: Micros0丑Exce12003

講義内容

経営学科2年対象の講義科目『経営工学』の補完として、教科書の内容をExce1で確認する

いずれのトヒックについてもExce1処理手順のプリントを配布し、それにしたがって作業する

主な内容:(0) Exce1計算の基礎 ( 1) A11P (2)予測

(4)最適化問題(3)経済計算

2年前期

予測の例

①データの入力

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

A 日

表3-2

年N0

1 1979

2 1980

3 1981

4 1982

X:国民総生産ν
230

240

250

255

0

2000

③予測値と予測区間の計算
残差出力

1 4 1 992

15 199き

D

大口電力使月
1 90

1 95

1 85

1 85

②分析ツール「回帰分析」の利用

465

4了0

俸

1 979

2 1980

39 概要
40

41

42

43

44

45

46

④作図

250

245

.^.,コ'

回帰統計

重相関R 0.94609

重決定R2 0.89509

補正 R2 0念8了02

標堆誤差 8.3981 6

韻捌数 15

X:国民総盤子測値:ν

230 181.305

240 183.998

15 1993

300

280

54

『U゛

坐」切片
56 1×:国民繰旦

y = 02693×+ 11938

R = 08951

470

260

240

'^^.゛U

残差

8.フ

1 1 .0

t。。姑05-2) 2.16037
子測の 95%子測区間

標準誤差片側幅下側眼界上側眼界

9.15014 19.76769 161.538 201.073

90了195 19.59876 164.399 203.597

245.926

予測

分散分析裏

自由上変動

回帰 17823

残差 13 引7

合計 14 8740

係数

" 9.37フ

0.26925

220

200

゛.^

標準誤差

9 05799

0.0255了

-0.9

180

.

コ.'乢JU イ.

160

9.25243

分散

7823

705

1 3.1 79

1 0.532

之00

.

.

.

散比首煮F

1 1 1 0

1 コ.U,^'.

250

P一価

7E-09

I E-0了

19.99956 225.937

教科書

300

下限 95"上眼 95%

99.809 13895

0.214 0.3245

350 400 450

国民総生産

290

270

250

230

210

1 90

170

150

1 975

"^.UU゛

^y.大口電力使用量(X

109kwh)

^予測値

加藤豊・小沢正典『ORの基礎』実教出版

'U^.^ず^

255.91 4

500 550 600

1980 1985 1990
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講義名

対象学生

扣当教員:陶久利彦(所属:法学音D

英言吾 1

法学部

主な使用ソフトウェア

法律学科

英語1の授業を続けて

ここ数年、法学部年生向けの英語1(選択科目)で、ハソコンを使った授業を試みている

それは次のような内容を持つ。

①英語のネット情報を探す術を身につけること。

②ネット上の英語ニュースを聞く機会を増やすこと。

③英語でメールを書き、うまくいけば文通を始め、継続すること

④正確で早いタイピングの仕方をマスターすること

1年通年

Micros0丑 Word, Excel

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

以下、もう少し説明しよう。

①に関して言えば、まずは学生が自主的に、自分の好むテーマに即したサイトを探すことを最優

先にしている。教師から与えられる課題ではなく、自分で探ということこそが、大学生に求められる

つの資質なのではないか、と考えるからである。②については、昨年度から始めた各国がそれぞ

れに特色のあるインターネットラジオを開設しているのを見ると、全く隔世の感がある。BBC、ABC、

CNNは言うまでもないが、特にVoiceofAmericaは、掲載されたテキストを比較的ゆっくりと明瞭に読

んでくれる頁を特別にもうけているので、耳を慣らすには絶好の機会になる。又、英語を母国語とし

ない国でも、ほぼ例外なく英語放送を流しているこれまたそれぞれのお国事情に英語で触れるこ

とのできるのは、大変ありがたい。③は、学生諸君が一番苦手にするところである。とも力く、文法的

な誤りを怖れることなく勇気を出して発信をし、意見を交換することを目指している。毎年、参加学生

の4分の1力、5分の1程度しかうまくいかないが、逆に言えばそれだけの学生が生まれて初めて世界

中の誰かと英語で結びつく経験をしているのであり、それはそれで驚くべき成果なのではないか、と

も思う。ただし、セキュリティーの問題は目下番頭を悩ましているところである④は、ほぼ全員が

年度初めに比ベると見違えるように上達する英語の上達はそれほどでもなくても、タイヒングが上

手になるだけでも本授業の意味はあるのかもしれない。

ここ2,3年目立ってきたのは、翻訳サイトの充実とそれをいち早く見つける学生の喚覚であるこ

れには本当に困っている。翻訳サイトに頼る学生が増えていくならば、そろそろ従来型のネ

ツト英語授業を根本から変えなければならない、と感じているこの頃である。
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講義名

対象学生

担当教員:坪田博明

コンヒュータ演習

法学部法律学科

主な使用ソフトウェア: WORD, EXCEL

講義内容

WORD,EXCELを用いて、コンヒュータ使用の基本的知識と技術を学習する。

1年前期、後期

主な内容

(1)コンヒュータの基本操作

(2)文書の作成、保存及び出力

(3)基本的な図形作成と文章ヘの貼り付け

(4)表計算、データ整理

・データのグラフ化

文書にグラフ貼り付

(5)データベースの利用方法

(6) VBAによる簡単なプログラムの作成

級数の計算

複利法の計算

・その他

HTMLの基本

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例
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講義名

対象学生

担当教員:イ左藤篤(所属:教養学音の

コンヒュータ演習

法学部法律学科 1年前期

主な使用ソフトウェア: word、 Excel

主な内容

1.コンヒュータの起動と終了

情報処理センター利用上の注意、パスワード、コンヒュータの仕組み

2・1.文字入力と文書作成、印刷

日本語入力、フォントとポイント、印刷、 word の機能

2・2.文字入力と文書作成、印刷

書式の設定、段組、図の種類、図の文書ヘの挿入、文書の保存

2・3.文字入力と文書作成、印刷

練習

3.ファイノレの理解と取り扱い

ファイノレ/フォルダ(ディレクトリ)/ドライブ、ファイルの検索、拡張子とアフりケ

ーションソフト

4.電子メーノレの利用

メーノレサーバーとアドレス、往信/返信、添付ファイノレの送信、添付ファイノレとコンヒ

ユータウィノレス

5. webブラウザの利用

インターネットの仕組み、ブラウザの設定、検索エンジン

6・1.数値データの処理

エクセル入門、表計算、式の利用

6・2.数値データの処理

グラフの作成、シミュレーション

6・3.数値データの処理

練習

フ.インターネットホームページ作成

HTMLとは、インターネットのりンクの世界、学内版ホームヘージ作成

まとめ小テスト

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例
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講義名

対象学生

担当教員

コンヒュータ演習

法学部法律学科

主な使用ソフトウェア

早坂明夫

講義内容

情報社会においてコンヒュータを日常的に利用するために必要なコンヒュータ操作の基礎的な知

識と応用ソフトウェアの利用技術を習得させる

1年半期

主な内容

(1) MS・WORD を用いて数式を含む文章を書いたり、作図機能を使って手書きの原稿からコ

ンヒュータシステムの構成図を描く。

MS'OFFICE20ooprofessional(圦10rd,ExceD

Internet Explorer,ActiveMail、 99Basic

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

(2) MS・EXC豆Lを用いて、テスト結果のデータより平均、標準偏差値成やさらに個々の

生徒の偏差値などの成績処理をする

(3)1nternetExplorerを用いて、いろいろなポータノレサイトの有用な機能(例えぱ、翻訳や
'..0ハ

地図検索など)や教師が指 1 0 ;1゛,臘= ι一冒.
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講義名

対象学生

担当教員

基礎コンヒュータA

教養学部全学科 1年

主な使用ソフトウェア: Micros0丑 Excel、 Micros0丘 Word

講義内容

本科目は、コンヒュータリテラシー能力育成をテーマにした科目であり、コンヒュータを使

用して簡単な文書の作成ができるようになることを目標としている。具体的には、(Dコンヒュ

ータの起動・終了や周辺機器の使用法、タイピングの基礎といった、コンヒュータの基本的な

操作方法、(iDMicros0丑0缶Ceword を使用しての文書作成と日本語入力方法、伍Dインターネ

ツトとメールの使用法の3点が、この科目の主要な目的となる。

対象学生は本学教養学部全学科であり、この科目は教員免許状を取得する際にも必要となっ

てくるため、本学部の 1年生のほとんどがこの科目を受講する。したがって、すでにコンビュ

ータの操作にかなり習熟している学生から、コンヒュータの操作にあまり自信が無いと言う学

生まで、様々な学生が混在している

平成18年度はおぉむね以下のような計画に従って授業を行った。

庠: 浩介(所属:教養学音円

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

1 コンヒュータの基本操作

タイピングと文字入力

ファイルの理解とその取り扱い

インターネット利用法と留意点

電子メールの利用法

Wordによる文書作成と編集①佃本語入力、文字列の操作など)

Wordによる文書作成と編集②(文書のレイアウトなど)

Wordによる文書作成と編集③(図形やグラフの作成など)

Exce1の基本操作

Powerpoint を使ったプレゼンテーション10

演習形式の授業だが、大人数の学生が受講するため、操作方法の指導を補助する補助員と連

携して学生の指導に当たることが重要になってくる

28 -
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講義名

対象学生

担当教員

基礎コンヒュータ B

教養学部人間科学・言語科学・情報科学・地域構想学科

松原悟(所属:教養学部)

主な使用ソフトウェア Exce

講義内容

Exce1 を用いて、 Exce]活用の基本操作を学習する。

主な内容

(1) Exce1の機能紹介を通じて、基本操作を学ぶ。

(2)表の作り方

(3)表計算の仕方

(4)図の活用

(5)表計算から様々なグラフを作成する

(田インターネットの活用

- 29 -

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

1年後期



講義名

対象学生

担当教員:高橋光(所属:教養学音円

基礎コンヒュータ A (前期)基礎コンヒュータ B (後期)

教養学部 1年

主な使用ソフトウェア: W'ord、 Excel

講義内容

コンヒュータの基本操作、文書作成、各種データの取り扱いと分析

主な内容

基礎コンヒュータA

情報倫理

コンヒュータの基本操作

タイヒング

Word文書、 htm1文書の作成

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

基礎コンヒュータB

数値データ、文字データの取り扱い

データ処理

BASIC プログラミング
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講義名

対象学生

担当教員:尾谷昌訓(所属:教養学部)

基礎コンヒューターA

教養学部 1年

主な使用ソフトウェア: windows xR Micros0丑 Word 2003, MicrosoftlME,

Internet Explorer, Micros0丑 Power point 2003, etc

本講義は教養学部の(主に)1 年生が履修するものであり、複数開講されている中から学生が選択

できる。その主目的は、大学での勉学に最低限必要となるコンピューターの基礎的な使い方をマスタ

ーすることであり、基本的にはどのクラスを選択しても学習内容に差はない。ただし、講義担当者によ

つて若干の差異が出ることもある私が担当した2クラスでは以下に挙げた項目を中心に学習した。

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

- 31

ハードウェアの基礎知識

OS に関する知識(windowsxPを使用

キー配列に関して

ファイルと拡張子に関する基礎知識

文書作成(MswordとMSIMEを使用)

インターネットの基礎知識(1nternetexplorer を使用)

電子メールの基礎知識(webメールであるActiveMai1を使用

プレゼンテーションの基礎知識(powerpointを使用)

4

これらの学習事項がマスターされているかを確認するため、powerpointを使用して学生各自が興味

を持ってぃる事柄(音楽、映画、芸術、ファッションなど何でも構わない)を紹介するフレゼンテーシヨン

を行ってもらった。また学期末には自分の履歴書、自己アヒールの文書、自分の半生をふり返った回

顧録、最近興味を持っている事柄、などに関するレポートを作成し、そのファイノレ(Ms word)を提出し

てもらった。

2
 
3
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講義名

対象学生

担当教員:大野芳希

基礎コンヒュータB

教養学部 1年後期

主な使用ソフトウェア

講義内容

統計学の簡単な内容と分析手法を、 Exce1をもちいた表計算の実習を通じて理解する

主な内容

a) Exce1を使うための基本操作

(2) EXO01 による表計算

(3)グラフの作成

④データの並ベ替え、条件のあったデータの抽出

(5)度数分布表による 1次元のデータの整理、分析

⑥代表値と散布度の理解と計算

(フ) 2次元データの整理、分析

⑧相関係数の理解と計算

(9)マクロとユーザー定義関数

(1ω確率分布と乱数

Excel

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例
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講義名

対象学生

担当教員:松本秀明(所属:教養学部)

基礎コンヒュータB

教養学部 1年

主な使用ソフトウェア

講義内容

パソコンを使った表・グラフ作成とそれらをもとにした,プレゼンテーション技術の修得

主な内容

1. Microsoft word の復習 a回)

自己紹介文の作成(提出)

2 . Microsoft Exce1 の基本と活用(6 回)

(1)表の作成:フ口野球の勝ち負け表の作成と勝率の計算(提出)

(2)表の計算:各種県別統計資料を使った統計計算プログラムの作成

(最大値,最小値,平均,標準偏差,並ベ替えなど)

(3)グラフの作成:表計算結果を各種グラフで表現(提出)

3 . Microsoft power point によるプレゼンテーション(6 回)

(1) power point の基本コマント

(2)テキスト,表,グラフ,画像を盛り込んで,プレゼンテーション用ファイル

を作成(基本編)(提出)

(3)各自の趣味,自分のふるさと,出身高校,あるいは受講生の各々が他の科目

で作成したレポートなどを, power point File として加工し,プレゼンテ

ーション用ファイルを作成(提出)

4.受講生の中から 10名前後の学生に,各自の作成した Power point File を使って実際

にプレゼンテーションを行わせた。(1回)

Word 2003, Exce12003, power point 2003

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

- 33 -



講義名

対象学生

担当教員

社会調査実習

教養学部人間科学科 2年通年

主な使用ソフトウェア SPSS

講義内容

この実習では、社会調査の企画から調査票の設計、実査の過程、調査対象者ヘのインタビュ

ー、調査票のエディテング・コーディング、データ分析から報告書の作成まで、社会調査の全

過程を実習形式で学習しています

神林博史・谷田部武男・久慈利武(所属:教養学音の

- 34 -

前期の始めにおこなうワープロ講習と、後期の最も重要な課題であるデータ分析の授業を、

情報処理センターで行っています。

データ分析の授業では、統計ソフトSPSS を用いて、データ作成、データクリーニング、単

純集計、クロス集計、平均値の差の分析などを、実際に学生が行った調査データを用いて学び、

実習の最終的な目標である社会調査実習報告書の作成に役立てています

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例



講義名

対象学生

担当教員

心理実験実習

教養学部人間科学科 2年

主な使用ソフトウェア: ActiveMail、 Excel

講義内容

ウェブメールと表計算ソフトを用いて態度尺度の構成を行う

小林裕(所属:教養学音円

主な内容

(1)学生はウェブメールソフトで自分の意見を提出する

(2)集約された意見項目から成る態度尺度に回答し、それをウェブメールソフトで提出する。

(3)集約された回答の一覧表をウェブメールソフトで受け取る

(4)受け取った一覧表を表計算ソフトで分析する

後期

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例
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講義名

対象学生

担当教員:高野岳彦(所属:教養学音の

地域情報解析

教養学部地域構想学科

主な使用ソフトウェア: Excel、 Mandara

講義内容

<前半> Exce1による地域データの整理,表計算,体裁良い表とグラフの作成法

作表自体は簡単だが,体裁よく作るためのセンスと技能を磨くのが目的

2年

80~84

70~74

60~64

50~54

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

40~44

30~34

20~24

10~14

0~4

<後半> Mandaraによる地域データの分布図化

フリー地図ソフト Mandara を取得し,その地図機能で作成した地図ファイルと,別途 Excel

で作成したデータファイルとを結合させて,いろんな統計地図を作る

整形→
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2 000

85~

80~84

75~79

70~74

65~69

60~64

55~59

50~54

45~49

40~44

35 39

30~34

25~29

20~24

15~19

10~14

5~9

0~4

3500
3 000

口女

口男

1砺

ロ^i
ーーーー 1-ー

^^^^

^^^^'

^^^^^ 1

^^^^^^

^^^^^^^^

^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^'

^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^'

^^^^^^^^^^'

2500

- 36 -

1500 ,1

1戸あた沈茎営耕地面積

(h.

2.0
1.6
1.2
0.8

11 ''

野采幽去作物1位農

.1個あたり
1戸

,1

数以肋

翻



講義名

対象学生

担当教員:乙藤岳志(所属:教養学音円

コンヒュータと論理

教養学部 3年

主な使用ソフトウェア

講義内容

コンヒュータの動作原理とScheme を用いたプログラミングの紹介

主な内容

1.情報量の単位bit とは

2.各種情報の表現.情報のコード化

3.情報のエントロヒーと情報処理

4.問題解決の方法としてのアルゴリズム

5.scheme を用いた,アノレゴリズムの実際

1.ユークリッドの互除法

2. Fibonacci 数列

1.再帰的な定義

2.繰り返し

3.非数値処理の例としてのハノイの塔

4. Eliza を用いた「言語処理」

Drscheme(PLT scheme)

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例



講義名

対象学生

担当教員

プログラミング言語B

教養学部情報科学科

主な使用ソフトウェア J DK

講義内容

先ず、 webフログラミング言語としてのJavaの特徴、Javaの開発環境の構築方などを概説

する。次に、Java言語の基本的な文法とプログラミング技法について説明し、文法の理解を深

めるために実際にプログラミング演習を行う。

小畑征郎

3年後期
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学習成果作品の作成課題

昨品名:コンヒュータ・クリスマスツリー

(1)規定項目豆電球を 10個以上

点滅はランダム

色は7色以上

(2)自由項目画像、アニメーション、

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

2 作品例

圏アづレウトピューア kodoid0部
ヲケレット

ミューー↓才ツクなど

7マ

0、^

,

.

メッセージを入力してくだきい

文字チ11を表宗します。

「太宇

「一斜体

音楽を流しますか?

ご丑U 上父封

ジングルペル
モミの木
きよしこの夜

アブレットが閉始されました。

図

N
一
砂
.

、
、
、
、
ー
》

、
、



2 6 多賀城情報処理センターのシステム紹介

多賀城情報処理センターでは平成16年4月にシステム更新が実施され、「多賀城情報処理センター

システム 2004」として新システムが稼動しています。

本システムは、次の3つのシステムで構成されており、多賀城キャンパスの情報教育、研究に寄与

することを目的として、利用者の利便性、教育効果、研究活動支援に考慮したシステムとなっていま

す。

教育用システム

工学部各学科の教育方針を網羅し、各学科の情報教育に寄与するため、基礎教育から応用教

育までをカバーし、学音田年生から研究科大学院生まで、幅広い利用者によって活用できるシ

ステムです。

研究用システム

主に工学部各学科4年生の卒業研究、大学院生の専門的な研究及び教員のより専門的な研究

に活用できる、高速な処理能力と利便性を兼ね備え、高度なプログラム処理や解析処理を実現

するシステムです。

多賀城キャンパスネットワークサービスシステム

キャンパス内のネットワークサービス(ホームページのホスティングサービスやプロキシサ

ービス等)を、高速かつ高い安定性を堅持して提供するシステムです。

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

(1)ハードウェア構成

情穀処理センター

1階機械室
SANストレージ 統合サーバ

16本 ^

認証サーハ

認証スイッチ

アづりケーション
サーハ

19対

VPNサーハ

1r

11 スィッチ(24P)

ー..^^^

センタースイソチ

(Glgヨ1F: 48P)

亀^旦圭註'二出詠

Neltulorサーハ

^1

1号館力フェテリア室

【凡例】^ 100OBASE.SX
MLT

情報処理演習室

1ηternet

部皆 326番教室

モノクロ .

レーげブ1Jン,タ

1台

广

マルチメディア
編美縁

2'ム

浩報コンセント
650(内学生

席用 620)

総合ネソトワーク

2号館機械室
スイッチ(48PX5)

^

スイッチ(48P、 24P)

2号館

学生用PC
70台

10nmBASE.TX

Fib陀Chヨn01

第1廣習室
教員用PC モノクロ・

レーザーブ1Jンタ1'゛
1厶

..^^^^

スイッチ(24P)

^^ ^

2号館
学生用PC

印台

^

第2演習室
教員用PC モノクロ・

レーザープ1D夕1台

2号館事璃室

管理用PC 3台
管理用ノートPC 5台

2号館第3演習室
学生用PC A1カラーノクロ.

30'よ レーザーブ1Jン,タブロッタ

1厶1厶

.ι゛

モノクロ

レーザーブ1J二,タ

1'゛
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(2)ソフトウェア構成

コンピュータ種別

0S

ソフトウエア

第 1演習室

Microsoft 0什ice2003

Professional Editlon

(word. Excel, powerpoint, Access)

Microsoft vlsual studio NET pro

Autodesk AutocAD 2005

HULINKs sigmaplot 8.0

WolframResearch Mathem3tica 5.0

Cybemet MATLAB 6.5.1

Symantec AntlviruS 8.1 Workstatlon

VMware workstatlon 4.5 for windows

ASTEC ASTEC-× 4.2

Openoffice

Adobe Adobe Reader 7.0

Terapad

SunMicrosystems Java2 JDK

PTeX 3.12 Win32 版

NTT-jTeX 19.1

TeraTERM pr0 十 TTssh

十Lh3Ca

FFFTP

Windows xp

Windowspc

Professional

(左記ソフトウエア以外に)

Adobe Acrobat 6.o pro

Adobe photosh叩 ElementS2

Adobe i11Ustrator cs

Adobe premlere 6

MヨthType

第

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

習室 第3演習室

Macintoshpc

Mlcrosoft 0仟ice:x for Mac

(word, Excel, powerpoint,)

HUUNKS KaleldaGr3Ph

Macos x
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2 多賀城情報処理センターの禾用事伊紹介

講義名

コンピュータ基礎

2 フレツシユマンセミナー

数値材料工学

数値解析法

5

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

コンピュータ基礎

6 コンピュータ演習

工学音B

対象学生

機械知能工学科 1年

7 情報科学基礎演習

工学部機械知能工学科

8 コンピュータエ学

工学部機械創成工学科 3年前期

9 プログラミング演習

工学部電気情報工学科 2年前期

10 FEM演習

工学部電子工学科

目1」期

1年前期

工学部電子工学科

つぎに、各講義で利用しているソフトウェアや講義内容について説明します。

工学部物理情報工学科 2年通年

1年前期

工学部電子工学科 3年後期

1年後期

工学部環境土木工学科 2年後期

工学部環境土木工学科 4年前期

一4 1



講義名:コンヒュータ基礎

対象学生:工学部機械知能工学科

担当教員:伊達秀文、小野憲文、佐藤彰、鈴木利夫(所属:工学音の

主な使用ソフトウェア: 1nternet Explorer、 Active!mail、 MS・of負Ce、 ASTEC・X

<講義目的>

教養教育科目の 1つとして、コンヒュタ・りテラシーを体得することを目的とし、また、

フレッシュマンセミナーで活用するため1、第3週目までに電子メーノレおよびインターネット

に関する基本操作について学ぶ。

1年前期

<到達目標>

コンヒュータよる文書作成、電子メールによる情報の交換、インターネット検索、フログラ

ミングの初歩など基本的な操作方法を習得し、他の科目履修での応用ができるようにする

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回端末機の基本操作(ログイン、ログァウトの仕方など)

第2回インターネットの接続方法および掲示板の使い方

第3回電子メールの利用および印刷などの各種環境設定

第4回インターネットを利用した情報収集

第5回ワーフロソフトの利用

第6回表計算ソフトの利用

第7回ワーフロ・表計算ソフトの組み合わせとその応用

第8回フレゼンテーションソフトの利用

第9回フログラミング言語の導入

第10回整数と実数の計算

第Ⅱ回条件判断

第 12回繰り返し計算1

第 13回繰り返し計算2

第14回関数計算

第15回試験
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講義名:フレッシュマンセミナー

対象学生:工学部機械知能工学科

担当教員:斎藤修、梶川伸哉、熊谷正朗(所属:工学音の

主な使用ソフトウェア: powerpoint、梵天丸用ソフトウェア

機械知能工学科1年生を対象に開講している本科目は、プレゼンテーションとディスカッシ

ヨンを実践的に学ぶことを目的としている。プレゼンテーションの内容は、学生が取り組む、

機械工学に関する体験である。 2006年度は3教員が担当しており、それぞれ、機械製品な

ど社会の中の機械工学に関する調査、規定材料を利用したクレーン作り&強度コンテスト、ロ

ボットキットを使ったものづくり&プチロボットコンテストをテーマとした。受講者は120

名程度(履修率80%)で、テーマごとに約1/3に分かれている。

3テーマとも、半分以上の時間を実習に割き、それをもとに発表準備を行い、最終発表によ

つて終えるテーマごとに演習室の利用度合いは異なり、本稿では演習室を主に使用したプチ

ロボットコンテストのテーマ実施について、報告を行う。

テーマ提案の段階では「ものづくりなら何でも可」であるが、結果的に全15斑が標準で用

意したロボット作りとなった。ロボットとしては「メカトロで遊ぶ会」が開発、頒布している

キット「梵天丸」を使用した。本キットは本来小中学生向けに企画されたものであるが、全く

何のアドバイスもしなければ大学生でも試行錯誤が十分に体験できる。本体は短時間で組立が

可能であり、実習の大半は動作設定のためのプログラミングとなる。プログラミングは専用の

書き込み装置とコンパイラ兼書き込みプログラムで行う前者はPCのハラレルホートに接続

するもので、講義の時間ごとに接続して使用した。後者はアプリケーションソフトの他に専用

ドライバが必要であるが、情報処理センターに依頼し、 PCに標準で導入して頂いた。

講義の進行としては、まず組立を1時間で行い、サンプルプログラムの実行、簡単な課題を

達成するためのフログラム作成などを経て、最終目的であるコンテスト用の8の字走行に挑ん

だ。途中、経過確認とフレゼン指導のため、中間発表を課した。過去2年間はこの時点で

Powerpoi址が使えない者もいたが、今年は全員が使用し、そのままで最終発表に耐えるレベ

ルの斑もあった聞くと高校の教育が進んだようであるその後、再度開発期間を経て、コン

テスト(タイム計測)と最終発表会を実施した。最終発表会は演習室を使用し、各座席もしくは

前で発表を行わせた。本科目は「相互評価」という特徴もあり、学生自身が自己評価も含め、

他者の評価を行う。その集計の効率化のために独自にマークシートシステムを開発した。

ロボットを走らせる、ケーブルの抜き差しなど、演習室にはご迷惑をおかけする内容である

にも関わらず、いろいろとサホート頂いた職員の方々にこの場をお借りし、感謝申し上げる。

1年前期

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例
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講義名:数値材料工学

対象学生:工学部機械創成工学科

担当教員:伊達秀文(所属:工学音の

主な使用ソフトウェア: ASTECX (nU64UNI×)

<講目的>

これまで学んできた、材料力学、材料工学の知識を活かしながら、変形している物体の内部

の応力分布やひずみ分布を差分法や有限要素法による数値解析法を用いて求め、材料力学、材

料工学の知識を深めながら数値解析法の手法を学ぶ

3年前期

<到達目>

解析的には解けない簡単な微分方程式を差分法により解く技法を見に付けると共に、既存

の有限要素法プログラムを用いて平面応力、平面ひずみの問題を解析し、スキルとしての有

限要素法を理解する。

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回数値材料工学の概要と講義の方針

第2回 FORTRANの復習1

第3回 FORTRANの復習2

第4回差分法の基礎

第5回差分法のフログラム

第6回差分法によるたわみの微分方程式の解法1

第7回差分法によるたわみの微分方程式の解法2

第8回有限要素法の基礎1

第9回有限要素法の基礎2

第10回有限要素法の基礎3

第Ⅱ回有限要素法プログラムの説明1

第12回有限要素法フログラムの説明

第13回データの作成

第14回結果の整理

第15回試験
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講義名:数値解析法

対象学生:工学部電気情報工学科

担当教員:神永正博、呉国紅(所属:工学音円

主な使用ソフトウェア: VMware (gcc、 gnuplo

<講義目的>

工学的な問題を数値的に解く基本的手法を習得する

<到達目標>

フログラミングの言語のひとつである"C言語"を用い、電磁気学や電気回路理論の問題を例

題として、基本的な数値解析の手法を習得する。

講義は情報処理演習室でフログラミングの演習を行いながら進める。

2年前期

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回メールの使用方法

C言語によるプログラムの基礎

第2回 LCR直列共振回路の計算とグラフ

第3回最大消費電力条件の数値計算とグラフ

第4回クーロンの法則を用いた電界の数値計算

第5回ビオサバールの法則を用いた磁界の数値計算

第6回関数の最大値

第7回平均値と標準偏差

第8回乱数の発生と散布図

第9回乱数の応用ーモンテカルロ法

第10回相関係数

第 11回ニュートン法

第12回数値積分

第 13回フーリエ級数

第 14回まとめ

第 15回試験
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講義名:コンヒュータ基礎

対象学生:工学部電子工学科

扣当教員:嶋敏之、原明人(所属:工学音の

主な使用ソフトウェア: 1nternetExplorer、 Active.ma 、 Micros0丘 of負Ce、 UNIX

<講目的>

理系の学生がコンヒュータを道具として扱うために必要な技術と資質を習得する

1年前期

<到達目標>

1)基本的な情報りテラシ(web とメールの利用、オフィスアフりケーションの利用、

HTMLの初歩、ネット利用のマナー)を習得する

2) UNIX における基本的なりテラシ(基本コマンド、エディタ操作、ファイル操作)を

習得する

3)基本的な技術用アプリケーションの操作を習得する

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回ガイダンスと Kn叩PiX操作

第2回 Web操作ど情報検索

第3回電子メーノレ

第4回情報倫理

第5回オフィスアフりケーション操作(文書)

第6回オフィスアプリケーション操作(表計算)

第7回オフィスアフりケーション操作 q乍図)

第8回オフィスアプリケーション操作(データベース)

第9回オフィスアプリケーション操作(プレゼンテーション)

第10回技術用アプリケーション操作(数式処理)

第Ⅱ回 UNI×1 (UNⅨ入門)

第 12回 UMX2 (基本コマンド)

第 13回 UMX3 (エディタ)

第 14回 UNI×4 (応用コマンド)

第 15回総合演習(webヘージ作成)
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講義名:コンヒュータ演習 1

対象学生:工学部電子工学科

担当教員:加藤和夫、志子田有光(所属:工学音円

主な使用ソフトウェア: open0伍Ce,VMware,KNOPPI×(spice,bash,avra,avrdude)他

<講目的>

電子工学を学ぶ上で有用なソフトウエアについて習得する。また、電子回路やマイコン、ネ

ツトワークなどと連携して活用する技術について実習を通して習得する。

1年後期

<到達目標>

2学年前期から始まる電子工学実験ではLinuXコンヒュータを実験ツールとして活用する。

LinuXの基本操作をはじめとして、実験に使用するソフトウエアをツールとして使いこなせる

よう習得する

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回 KNOPPⅨ、 UNIX操作とツール1

第2回 KNOPPI×、 UNIX操作とツールⅡ

第3回 KNOPPⅨ、 UNIX操作とツールⅢ

第4回 KNOPPI×、 UNⅨ操作とツールⅣ

第5回数式処理ツール1

第6回数式処理ツールⅡ

第7回電子回路シミュレーションツーノレ1

第8回電子回路シミュレーションツーノレⅡ

第9回 UNIXネットワークツーノレ1

第 10回 UNIXネットワークツーノレⅡ

第Ⅱ回アセンブラ 1

第 12回アセンブラⅡ

第 13回アセンブラⅢ

第14回アセンブラⅣ

第15回試験

(アカウント、シェル操作 1)

(シェル操作Ⅱ)

(ファイルシステム 1)

(ファイノレシステムⅡ)
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講義名:情報科学基礎演習

対象学生:工学部物理情報工学科 2年通年

担当教員:嶋敏之、志子田有光(所属:工学音の

主な使用ソフトウェア: VMware,KNOPPIXEdu(宮CC,エディタ)

<講義目的>

情報処理技術の基礎的な知識に関する講義を交えながら、 C言語によるフログラミングの実

習をおこなう。また、基本的な数値計算の手法を学ぶ。

<到達目標>

C言語の文法および基本的な数値計算アルゴリズムの理解

<授業内容>

第1回~第2回 C言語フログラミングの概要1、 2

第3回~第4回定回数の繰り返し1、 2

第5回~第6回判断と分岐1、 2

第7回~第8回配列1、 2

第9回~第 10回関数と手続き 1、 2

第Ⅱ回~第 12回データの型1、 2

第 13回~第 14回ファイノレ入出力 1、 2

第 15回ポインタ

第 16回~第 17回 C文法のまとめ 1、 2

第 18回~第20回統計処理1~3

第21回~第22 回補間法1、 2

第23回~第24回数値積分1、 2

第25回~第27回行列演算と連立1次方程式の解1~3

第28回~第30回常微分方程式の数値計算による解法1~3

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例
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講義名:コンヒュータエ学

対象学生:工学部電子工学科

担当教員:志子田有光(所属:工学音の

主な使用ソフトゥエア: KNOPPIXEdu(opencASL,avra他)open0伍Ce,VMW'are

<講義目的>

コンヒュータのハードウエアについて学ぶことは、ソフトウエアの理角早を深めるぱかりでは

なく、情報システム、計測技術、さらに様々な応用分野で独自性のある想像力を発揮するため

の基礎力となる。本講義では、マイクロプロセッサの基本的な構造を中心に学びながら計算処

理の原理を学び、デジタル技術の基礎力を養う

3年後期

<到達目標>

コンヒュータの構成を理解し、マイクロフロセッサのアーキテクチャと演算の概念について

学習し、高度なコンピュータ理論を学ぶための基礎力を養う

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例

<授業内容>

第1回授業の進め方、概要

第2回コンヒュータの歴史

第3回マイクロフロセッサ

第4回 COMETⅡの構造

第5回主記憶装置

第6回周辺装置

第7回データ表現

第8回データの取り扱い

第9回論理演算

第10回論理回路

第 11回ロジック 1C

第 12 回マイクロコントローラ

第13回アセンブラ言語の仕様

第 14回 CASLΠによるプログラミンク

第 15回まとめ



講義名:プログラミング演習

対象学生:工学部環境士木工学科

担当教員:河野幸夫、石川雅美(所属:工学音D

主な使用ソフトウェア: ASTECX (nU64UNI×)

<講義目的>

「コンヒュータ基礎」および「基礎数値解析で身につけた数値計算法の基礎知識を用いて、

士木工学関連の問題をコンヒュータを用いて解くためのフログラミング手法を学ぶ

2年後期

<到達目標>

与えられた問題に対して、プログラムを作成して解くことが出来るようになること

<授業内容>

第1回 Un飯コマンドと TPUエディタ

第2回 Fortran のコンハイノレコマンドおよび演習

第3回変数の型

第4回組み込み関数

第5回入出力と書式

第6回繰り返しと判断

第7回判断(その2)

第8回配列(その 1)

第9回配列(その2)

第 10回マトリックスの演算

第Ⅱ回最小2乗法によるデータ回帰プログラム

第 12回フログラム単位

第 13回サブルーチン副プログラム(その1)

第14回サブルーチン副プログラム(その2)

第15回試験

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例



講義名:FEM演習

対象学生:工学部環境士木工学科

担当教員:石川雅美(所属:工学音の

主な使用ソフトウェア

<講目的>

コンヒュータを使った構造解析手法の主流である有限要素法について、その基本的理論とプ

ログラミングの実際について学習する

4年前期

<到達目標>

有限要素法の仕組みを理解するとともに、実践的な解析技術を習得する。

<授業内容>

第1回有限要素法の概要

第2回 UMXとFORTRANの使い方

第3回マトリックス代数

第4回連立1次方程式の解法

第5回~第8回トラス理論とプログラム例

第9回~第 12回 2次元ヲ単性問題とプログラム例

第 13回~第 14回まとめ

第15回試験

2.情報処理センターのシステム紹介と利用事例





3 情報処理センター報告(平成 8年度データ)

3.1 利用者状兄報止

(1)利用登録者数

学生の登録者数及び利用者数は、以下の表に示したとおりです。

土樋情報処理センターでは、文・経済・法学部学生全員のアカウントと、それ以外に利用申請を受け

た学生のアカウントを登録しています。

泉情報処理センターでは、教養学部学生全員のアカウントと、それ以外に利用申請を受けた学生のア

カウントを登録しています。

多賀城情報処理センターでは、工学部学生全員とそれ以外に利用申請を受けた学生のアカウントを教

育用システムに登録しており、これとは別に研究用システムの利用希望者については別途申請を受けて

別アカウントとして登録しています。

また、文・経済・法学部の1、 2年生と教養学部全学年の学生と大学院生は泉情報処理センターで講

義を受講します。文・経済・法学部の3、 4年生と大学院生は土樋情報処理センターで講義を受講しま

す。工学部の学生と大学院生は多賀城情報処理センターで講義を受講します。

その他に、各キャンパスの情報処理センターで教職員のアカウント登録と利用があります。

3.情報処理センター報告(平成18年度)

(1)学生

学部

学年

登録者数

文・経済

1、 2年

アカウント

^^

講義利用

法学部、大学院

3、 4年、大学院

(2)教職貝

泉情報処理センター

8849

土樋情報処理センター

登録者数

教養学部、大学院

1 ~4年、大学院

土樋情報処理センター

土樋情報処理センター

1547

374名

工学部、大学院

1 ~4年、大学院

教育用 2105

研究用 1 1 8

多賀城情報処理センター泉情報処理センター

泉情報処理センター

泉情報処理センター

303名

多賀城情報処理センター
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多賀城情報処理センター

210名



(2)利用者状況

3キャンパス情報処理センターの利用者数を集計して算出しています。

1)利用日数別の利用者数(2006 年4 月~2007 年 3 月)

利用日数 学生利用者数

1~10日 3551 人

2485 人11~20 日
051日以上

1101人21~30 日 1485 人

. 41~50日
31~40 日 980 人

S60人

41~50 日 660 人

51 日以上 1101人

51~60 日 427 人

61~60 日 237 人

71~60 日 159 人 31~40日

980人
81~60 日 104 人

91~60 日 61 人

100~200 日 109 人

201 日以上 4人

厶斗 10262 人

3.情報処理センター報告(平成18年度)

2)利用回数別の利用者数(2006年4 月~2007 年 3 月

利用回数 学生利用者数

1~10回 3259 人

11~20 回 2257 人

051回以上21~30 回 1364 人
17印人

31~40 回 910人

41~50 回 712人

51 回以上 1760 人

.41~励回51~60 回 492 人
712人

61~70 回 344 人

71~80 回 260 人

81~90 回 170 人

91~100 回 130 人

329 人100~200 回

201 回以上 35 人

Aき十 10262 人

54

0 21~30日

1485人

0 1~10日

3551人

."~20日

2舶5人
学生利用者数

学生利用者数

031~朝回

910人

021~釦回

1364人

0 1~10回
3259人

0 11~20回
2257人



3)利用時間別の利用者数(2006年4 月~2007年3 月

利用時間 学生利用者数

5時間未満 2620 人

5~10時間 1011 人

10~20 時間 19刀人

20~40 時間 2099 人

40~80 時間 1705 人

.肋~80時間
80時間以上 850 人

1705人

80~160 時間 736 人

160~320 時間 102 人

320~640 時間 10 人

640 時間以上 2人

合計 10262 人

0 帥時間以上

850人

3.情報処理センター報告(平成18年度)

学生利用者数

0 20~此時r

2099人

05時間未満

2620人

0 10~20時間

1977人

. 5~10時間

1011人



(3)授業科目名

土樋情報処理センタ

講義名

会計情報システム

会計情報システム

経済学特殊講義Ⅳ

商品学実習

商品学実習

演習二部

地域情報学

翻訳実践1

翻訳実践Ⅱ

演習

演習

経済モデノレシミュレーション

経済モデノレシミュレーション

演習

文献購読Ⅱ・Ⅲ

文献購読Ⅱ・Ⅲ

総合講座1

法曹養成実習 1

経営工学

情報検索演習

情報検索演習

情報メディアの活用

情報りテラシー

情報りテラシー

基礎統計学

コンヒュータ科学

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

経営情報論

情報りテラシー

情報りテラシー

簿記学Ⅲ

教科教育研究1

教科教育研究1

担当教員

大森國利

大森國利

小柴徹修

斎藤

斎藤

高木龍一郎

高野岳彦

箭川修

箭川修

アレイ,W

アレイ,W

菊地登志子

菊地登志子

松村尚彦

松村尚彦

松村尚彦

折橋伸哉・村山貴俊

斎藤誠・岡田康夫

谷内正文

石垣久四郎

石垣久四郎

石垣久四郎

岡崎匡

岡崎匡

岡安隆照

小野静

小野静

大野芳希

木谷徳智

佐々木典彰

佐々木典彰

中鉢俊也

園川 1月

口川 1月

3.情報処理センター報告(平成18年度)

経呂

経営(夜間主)

経済

経呂

経営

法律

歴史

英文(攸間主)

英文(夜間主)

経済

経済

経済(夜間主)

経済

経営(夜間土)

経宮

経畠

経呂

法律

経営(夜間主)

英文・歴史

英文・歴史

英文・歴史

経済(夜間主)

経済(イ支間主)

歴史

英文(夜間主)

英文(夜間主)

英文(夜間土)

経呂

経済(攸間主)

経済(夜間主)

経営(夜間主)

経済・経営(夜間主)

経済・経営(夜間主)

開講学科 年次

3

履修者数

97

3

3

3

87

3

35

3

39

3

43

4

23

4

76

3

36

4

33

3

21

3

16

3

3 ・ 4

13

3 ・ 4

49

12

3

25

24

2

32

4

36

4

51

3

64

63

60

3

24

19

21

16
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19

20

150

2

13

3

Ⅱ

3

H

4

Ⅱ

一
一

晋
晋



泉情報処理センター

講義名

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

基礎統計学

基礎統計学

コンヒュータ技術の基礎

コンヒュータ技術の基礎

就職の基礎

就職の基礎

央言吾 I A

英言吾 I B

情報りテラシー

情報りテラシー

情報りテラシー

情報りテラシー

情報りテラシー

情報りテラシー

情報りテラシー

情報りテラシー

情報りテラシー

情報りテラシー

総合演習

総合演習

文献購読

英語

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

コンヒュータ演習

担当教員

早坂明夫

小畑征二郎

小畑征二郎

松尾行雄

川田徳明

川田徳明

小畑征二郎

ご毛早吾

大野芳希

岡安隆照

下倉渉

河西晃祐

楠義彦ほか

楠義彦ほか

風斗博之

風斗博之

糟谷 ^JL、

凹づご糟谷 ^ J【ニ、

菅原良

菅原良

全眞嬉

菊地登志子

佐藤健

佐藤健

大場佳文

大場佳文

齋藤 白

=ヒ根市 J【ニ、

谷内正文

陶久利彦

佐藤篤

大野芳希

早坂明夫

早坂明夫

坪田博明

開講学科

歴史・基督

英文

英文

英文

英文

英文

歴史・基督

歴史・基督

3.情報処理センター報告(平成18年度)

年次 履修者数

72

51

53

歴史

歴史

歴史

経済

経済

経済

経済

経済

経済

経済

経済

経済

経済

経済

経済

経畠

経営

経呂

法律

法律

法律

法律

法律

法律

54

72

49

57

1 ・ 2

58

1 ・ 2

66

2

13

2

17

2

60

2

66

89

94

68

18

66

39

58

58

48

57

47

43

37

60

66

44

52

2

36

26

17

70

67

史

文
文
歴

2
 
2



講義名

コンヒュータ演習

総合演習Ⅱ

基礎コンヒュータA

基礎コンヒュータA

基礎コンヒュータA

基礎コンヒュータA

基礎コンヒュータA

基礎コンヒュータA

基礎コンヒュータA

基礎コンヒュータA

基礎コンヒュータB

基礎コンヒュータB

基礎コンヒュータB

基礎コンヒュータB

基礎コンヒュータB

基礎コンヒュータB

基礎コンヒュータB

央言吾 1

言語文化演習

基礎気象学

社会言語学

コンヒュータと論理

コンヒュータグラフィックス演習

コンヒュータグラフィックス演習

社会調査実習

社会調査実習

心理実験実習

心理実験実習

央言吾Ⅱ

プログラミング言語論

プログラミング初級

フログラミング初級

フログラミング中級

プログラミング中級

地域情報解析

担当教員

坪田博明

澤野和博

尾谷昌則

jギ、 t告づト

風斗博之

高橋光一

千洛垣,忠

谷田部武男

門間俊明

尾谷昌則

大野芳希

松本秀明

手洛垣忠、

中川清和

松原悟

佐久間政広

高橋光一

風斗博之

風斗博之

菊地立

小田三千子

乙藤岳志

渡部敏

中川清和

谷田部武男ほか

谷田部武男ほか

加藤健

小林裕

風斗博之

松澤茂

松澤茂ほか

塚本龍男ほか

松澤茂ほか

塚本龍男ほか

高野岳彦

3.情報処理センター報告(平成18年度)

法律

法律

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

教養

情報

開講学科 年次 履修者数

63

2 24

48

36

99

66

80

58

45

53

^ロロ

58

地域

教養

教養

教養

教養

人間

人間

人間

人間

情報

情報

情報

情報

情報

情報

地域

56

95

59

71

23

27

43

2

14

2

74

2

97

2

23

2

103

2

90

2

35

2

35

2

96

- 58 -

2

96

2

51

2

89

2

75

2

73

2

70

72

54



講義名

コンヒュータど情報処理Ⅱ

言語ど情報処理

言語文化演習

マルチメディアシステム論A

プログラミング上級

プログラミング言語B

対象言語学

畑

風斗

風斗

早坂

松澤

小畑

風斗

担当教員

征一郎

博之

博之

明夫

茂

征二郎

博之

3.情報処理センター報告(平成18年度)

教養

教養

教養

情報

情報

情報

開講学科 年次

3

^量五
「コロロ

履修者数

23

3

3

3

64

3

3

3

47

3

- 59 -

46

6
 
5



多賀城情報処理センター

講義名

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

フレッシュマンセミナー

コンヒュータ応用

コンヒュータ応用

プログラミング

数値熱流体工学

数値材料工学

数値解析法

数値解析法

コンヒュータグラフイックス

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

数学基礎演習

コンヒュータ演習 1

コンヒュータ演習 1

情報科学基礎演習

情報科学基礎演習

情報処理工学

コンヒュータエ学

情報処理システム

コンヒュータネットワーク演習

コンヒュータ基礎

コンヒュータ基礎

フログラミング演習

フログラミング演習

応用数値解析演習

CAD演習

FEM演習

教科教育研究1

教科教育研究Ⅲ

担当教員

伊達秀文

小野憲文

佐藤彰

鈴木利夫

熊谷正朗ほか

佐藤彰

小野憲文

梅津実

小野憲文

伊達秀文

神永正博

呉国紅

大場佳文

嶋敏之

原明人

志賀野洋

志子田有光

加藤和夫

志子田有光

嶋敏之

岩本正敏

志子田有光

岩本正敏

林優

中村寛治

李相勲

河野幸夫

石川雅美

中沢正利

杉田美樹・福田香織

石川雅美

吉川清

口川 1月

開講学科

機械知能工

機械知能工

機械知能工

機械知能工

機械知能工

機械知能工

機械知能工

機械創成工

機械創成工

機械創成工

電機情報

電機情報

電機情報・物理情報

電子工

電子工

電子工

電子工

電子工

物理情報工

物理情報工

物理情報工

物理情報工

電気情報・物理情報

電気情報・物理情報

環境建設工

環境建設工

環境士木工

環境士木工

環境士木工

環境士木工

環境土木工

電気情報・物理情報

電気情報・物理情報

3.情報処理センター報告(平成18年度)

年次 履修者数

39

39

43

38

107

2

78

3

86

3

110

2

88

2

43

4

67

63

82

45

43

26

2

44

2

41

2

81

3

81

3

83

4

63

43

63

2

70

2

64

3

36

- 60

3

157

4

84

3

139

3

31

7

7



(3)時間割表

土樋情報処理センタ

811

1校時(8:30~10:00)

812

813

814

2 校時(10:30~12:Ⅸ))

811

火

812

813

3校時(12:40~14:1ω

814

地域情枢学

基健統計学

811

地域情報学

水

812

4校時(14:20~15::50)

813

3.情報処理センター報告(平成18年度)

814

(後)商品学実習

811

5校時(16:m~17:30)

(後)商品学実習

木

812

813

会計剤報システム

814

6 校時(18:捌1~19:30)

会計情報ソステム

811

演習

(荊)歓科數青研究

法曹養成実習1

金

812

法杓養成実習1

注偕報餌査

7 校時(19:40~21:10)

法仙報調査

813

軽倍モデル・ノミ=レーレヨン

814

漬習

会計情報システム

811

会計情Nシステム

上

812

情報りテラシー

813

演習二部

mlD 総合講座 1

814

(後)軽営仙報諭

(削D 総合.禅座

偕械りテラシー

(後)経営仙報論

(後){青報メディプの

活用

管理会計論

(前)數科教吉研究 1

(後)仙帽メディアの

活用

(市n 翻訳実銭 1・Ⅱ

(後)割訳実践 1・Ⅱ

(前)割訳実践 1・Ⅱ

(後)勧訳実践 1・Π

情報りテラシー

(柳D 情報検索演習

(後)怡,旺検素演習

0朔佑報検*演習

(後)悩叔検索演習

〔赤D =ンビュータ斜学

q晝)コンビュータ昇学

文献購読Ⅱ・Ⅲ

仙報りテラシー

(1狗)経済学特殊溝筏Ⅳ

(後)コンピュータ科学

(後)癖記学Ⅲ

経済学科

経営学科

商学科

(後)経営工学

(赤n 演習

英文学科

史学科

法律学科

61

(前)

(後)

・・前期のみ

・・後期のみ

E
 
B
 
C



泉情報処理センタ
教室

第フコンビュータ室

533

第6コンヒュータ室

第4 コンビニータ室

53'1

1校時(8.30~10'00

第3コンEユータ室

536

(前) 0ンビ゛ー,,'ラフfナス入円

(後)コンヒーー,ナ'ラフ!,ス入門

531

第1コンピュータ室

532

第フコンビュータ室

火
533

第6コンビュータ室

2校時(10.30~12'0ω

英話IA

53・1

第'1コンビュータ室

(前)=ンヒュータ演習

(市n 社会言噐学

第3コンピュータ室

330

(前)基礎コンヒュータA

第1コンヒュータ室

531

3 校時(12.40~14..1の

532

第フコンビュータ室

(後)コンヒュータ演習

水

(後)コンビニータと論理

(前)基礎気象学

533

第6ニンビュータ室

3.情報処理センター報告(平成18年度)

(1】;i)"チメ〒'1アノス〒」';ヨ

(後)プログラミング宮粘論

(前)基礎コンピュータA

534

第.コンビュータ室

(前)基磋コンビュータA

(後)基礎コンビュータ B

536

第3コンピュータ室

(後)叩晤巴仙報処理

'校時(14'20~15.:5の

第1コンビュータ室

53 1

(後)コンビニータ演凹

(ⅢD コンビュータ菰習

(後)プログラミング言語B

英語Ⅱ

532

第7=ンヒュータ室

("11)プログラミング初級

(後)プログラミング中紐

(前)基硬コンヒニータA

(後)基磋コンヒ"ータ B

舌語文化演習

第6コンビュータ室

533

(前)基隨コンビュータA

(核)基礎ロンヒュータ B

(前)プログラミング上級

第'1コンビュータ室

534

仙州りテラノー

仙報りテラシー

5校時(16:00~17.30

536

第3コンピ旦一夕室

q妾)基礎訂ンヒュータB

(前)プログラミング切紐

(後)プログラミング中紐

(ml)爲磋靴計¥

q兵)英語Ⅱ

(後)仁;翻文化演習

(市」)プログラミング初級

(後)プログラミング中級

53 1

第1コンピニータ室

(前)コンヒュー

(後)対象喬語学

532

第フコンビュータ室

(前)墓礎演習

仙報りテラシー

(前)コンビニータ演耆

5.玲

第6コンビュータ室

恬報りテラシー

仙劃りテランー

534

第4コンピュータ室

0狗)プログヲミング初紐

(後)プログラミング中鞁

英語演習

(後)基硬コンヒュータ B

U拘)コンヒュータ演習

Ⅱ封コンヒュータ演習

第3 コンビュータ室

536

Ⅱ却コンビュータ演習

(前)文献瞬読

(後)総合演習

(赤D コンピニータ演習

第1コンヒュータ室

53 1

佑帽りテランー

(後)総合演習

第フコンビュータ室

532

情報りテラシー

(後)基碇ロンヒュータB

(後)コンヒュータ菰習

英語 1

(荊)基碇コンピュータA

第6ニノ

(市0 コンピュータ菰習

(後)翠ンビュータ演習

惰報りテラシー

第4コンビュー

^^

(前)コンビュータ技術の基健

(後)就職の"磋

第3コンヒュー

情械りテラシー

第1コンビニー

ユータ演習

英語IB

情報りテラシー

m訂)コンビュータ技術の基

(後)就雅の基硬

(後)地城情報解析

礼会調査実習

(柳D 墓礎コンヒュータA

社会訓査実習

62

前即1のみ(後〕・



多賀城情報処理センタ

第1演習室

月
第2演習室

1校時(8'30~

第 1演習室

火
第2演習室

2校時(10'30~12:0の

(Ⅲ」)仙般科学基健演習

印句FEM演習

仟幻仙轍処理工学

第1演習室

水
第2演習室

(後)応用数鱸解断演習

3校時(12:40~M::1ω

(前〕数学基礎演習

(後〕プログラミング菰習

第 1演習室

(後)仙報処理工学

3.情報処理センター報告(平成18年度)

木

(前)惰机科学基隨演智

第2演習室

(1妾)プログラミング演習

(後)恬報科学砧碇演習

4 校時(14:20~15':50)

(削nコンピュータ墓健

(前)数値解析怯

(市D数姑流体工学

第1演習室

(前)プログラミング演習

{J

(前)数値流体工学

(1揃仙械処理システム

(市1)数植辨价怯

(薪」)数位材料工半

第2演習室

(後)コンビュータ演習】

5 校時(16'00~17.3ω

(前)コンビュータ基礎

(削Dプログラミング

(市nコンヒュータ基隨

第1演習室

上

(前)ν1弛処即システム

(前)コンピュータ基礎

(前)プログラミング

第2演習室

(後)情報科学基硬演習

(後)コンヒュー

(Ⅲn數科教青研究 1

(翫D コンヒュータ基礎

(後)數科數行研究Ⅲ

、」

(前)コンヒュータ基隨

(後)コンピュータエ学

(1狗) C AD演習

(前)CAD演習

(前)コンヒュータ基硬

(後)コンヒュータ応用

(削!)コンヒュータ韮随

(後)コンビュータ応用

63



3 2

(1)情報システム委員会

各種会議報止

日時

平成18年11月30日

16時00分~

(2)所員会議

土樋情報処理センタ

日時

平成1 8年 6月 2 9 日

1 6時0 0分~ 1 7時00分

平成18年11月 7日

1 2時0 0分~ 1 2時3 0分

場所

土樋キャンパス

5号館6階第4会議室

3.情報処理センター報告(平成18年度)

泉情報処理センタ

開催なし

場所

土樋

8号館3階

土樋

8号館3階

題

各キャンパス情報処理センター平成18年度補正

予算について

各キャンパス情報処理センター平成19年度当初

予算について

その他

1.

多賀城情報処理センタ

開催なし

2.

3.

第4会議室

第4会議室

議題

1)平成18年度当初予算示達につぃて

2)その他

1)平成18年度補正予算につぃて

2)平成19年度当初予算について

3)その他

64
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3 3

土樋情報処理センター

見学日

4 月 12 日

6月6日

6月8日

10月6 日

10月 11日

10月 19 日

11月7 日

11 月 14 日

11 月 17 日

11 月 21 日

11 月 22 日

3 月 23 日

センター見学者

32

団体名

福島県浪江町立津島中学校

福島成践高等学校

九里学園高等学校

栃木県立黒磯高等学校

新庄市立日新中学校

仙台市立住吉台中学校

仙台市立長町中学校

仙台市立片平丁小学校

仙台市立西多賀中学校

山本学園高等学校

仙台市立北仙台中学校

福島県立喜多方商業高等学校

6

3.情報処理センター報告(平成18年度)

泉情報処理センター

該当なし

多賀城情報処理センター

該当なし

人数

- 65 -
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0
 
1
 
2

4
 
4

3
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4

4

干成

(1)教学組織図

8年度情報処理センター運営組織

組織図

学校法人

東北学院
東北学院大学

4.平成18年度情報処理センター運営組織

東北学院高等学校

東北学院榴ケ岡高等学

(2)事務組織口

東北学院中学校

東北学院幼稚園

大学院

学部

学校法人

東北学院

宗教部

図書館

研究所

各種センタ

法人事務局

東北学院大学

情報システム委員会

束北学院高等学校

束北学院榴ケ岡癌等学

東北学院大学

情報処理センター

束北学院中学校

仙報ンステム部

東北学院幼稚園

恬偲システム課 士樋

情報処理センター

泉

情報処理センタ

多賀城

情報処理センタ

67
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4 2 情報システム委員会名簿

高木

氏

那須川

龍一郎

訓也

名

根市

ノ

辻:
JD、

和博

正敏

・゛→一

秀人

情報システム部長

情報システム副部長

情報システム副部長

情報システム副部長

情報システム副部長

情報システム副部長

文学部(センター所員)

経済学部(センター所員)

法学部(センター所員)

工学部(センター所員)

教養学部(センター所員)

法人事務局(庶務課長)

法人事務局(広報課長)

法人事務局(財務課長)

大学(総務部次長)

大学(総務部次長)

大学(総務部次長)

大学(教務課長)

大学(学生課長)

大学(施設課長)

大学(情報システム課長)

ノ

櫻井 貝忠、

宮川 基

石川雅美

谷田部武男

橋 ノ月日口旧]

折原
^

鈴木義夫

鈴木孝郎

4.平成18年度情報処理センター運営組織

役 職

井上

荒

田

石井

俊

勝男
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4 3 情報処理センター構成貝名簿

センター長

主

高

任

木

氏

士樋情報処理センター

多城情報処理センター

泉報処理センター

龍一郎

名

土

所

報処理センター

員

4.平成18年度情報処理センター運営組織

゛" 1

龍一郎

正敏
→→一

部

多賀城情報処理センタ

ノ

法学部

法学部

工学部

教養学部

発

- 69 -

平成 18 年 4 月 1 日

泉 報処理センタ

平成18年4月1日

平成 18 年 4 月 1 日

平成18年4月1日

石

文学部

経済学部

法学部

川

士樋情報処理センター

雅

任

職

平成 20 年 3 月 31 日

谷田部武

平成 18 年 4 月 1 日

平成 18 年 4 月 1 日

平成 18 年 4 月 1 日

美

期

平成 20 年 3 月 31 日

平成 20 年 3 月 31 日

平成 20 年 3 月 31 日

工学部

多賀城情報処理センター

男

平成 18 年 4 月 1 日

平成 20 年 3 月 31 日

平成 20 年 3 月 31 日

平成 20 年 3 月 31 日

教養学部

泉情報処理センター

平成 18 年 4 月 1 日

平成 20 年 3 月 31 日

亜紀子

丈晃

宏 1テ

平成 20 年 3 月 31 日

令

木
本

人
憲
基

高
岩
松

秀
貴

辻
櫻
宮

香
之
行
淳

由
秀
友

谷
橋
坂
田

熊
高
早
原

重
彦
明

吉
尚
慶

藤
本
木

齋
坂
鈴

谷
井

泉
熊
桜





5 東北学院大学情報処理センター各種利用規程

5

U靈旨)

第1条この規程は、東北郭完大学情帆システム委員会(以下「委員会という)の*g織および運営にっいて叱要な郭頁を定める

姻的)

第2条委員会は東北郭完大判青級夕!野.センター(以下センターという)d漣営に関ナる基本方針、そ 貞を審議する

係Ⅱ綱

第3条委員会は次の委員をもって構成する

①情蝦システム部長

②イ青帳システム副部長

(3)センター所員

④法人宇務局幟員府劣課長、広報課長及ひ財務課長

(5)大孚蔚劣職員細銘"次長、耗務部次長(多賀城キャンパス扣当)、総務部次長(泉キャンハス扣当)、総務課長、糊劣課長、学生課長

力苞設課長及びt計&システム課長

2 委員長は情報システム部長とする

(需妾郭旬

第4条委員会は次の郭頁を審議する

①センターの事業および予算・決算

②その他、センターの運営に関して委員会が必要と認めた亨頁

(委員の委鵬

第5条委員の委嘱は、大学長がこれを行う

(イ剖1)

第6条委員OX千すり1は2年とする。ただし、再イ壬を妨げない

(委員会)

第7条委員会は委員長がこれを招集し、議長となる。

2 委員会は、彪要{こ応じて委員上燃の凱系者の出席を求め、意見を聞くことができる

(センターの管理運営)

第8条センターの管理運営は、東北声字青祁列曜センター規程の定めるところによる

(蔚劣の所胃

第9条委員会の事務は、1静&システム課力新丁う

(規程の改胸

ムがこれを行う第10条この規程の改廃は委員会の発議により学音陦鱈受会及てド全学教授会の議を経

附則

1 この規程は平成16(2W4)年4月1日樹1する

2 東北"宇情蝦列暖センタ・→璽営委員会規程は、これを廃止する

東北学院大学情報システム委員会規程

5.東北学院大学情報処理センター各種利用規程

(制定平成16年4月 1日)



5 2 東北学院大学情報処理センター規程

(設置)

第1条

q埀旨)

第2条

妨遮斐)

第3条

東北郭完大、孚(以下大学という)に情綴灸曜センター(以下センターという)を圖く

この規程は、東北"

センター0オ青蝦列卿ノ施設は次の場所に設置する

ω東北郭完大学上樋キャンパス(仙台市青葉区士樋丁目3番1号)

②東北郭完大学多賀城キャンパス(多賀城市中央丁目13番1号)

③東北郭完大学泉キャンパス(仙台市泉区天神沢丁目1番3号)

2 前工頁各号0)j施設の名称は以下のとおりとする

①東北郭完大学1二樋t静艇理センター

②東北郭完大学多賀城僻敗曜センター

③東北郭完大孚泉{青報処野センター

5.東北学院大学情報処理センター各種利用規程

網的)

舞条

絲磁弱

第5条

システム委員会規程第8条にもとづき、センターのホg織およぴ連営について必要な事[頁を定める

センターは、学引訊肝究のためのf青報処理を行うことによって教育・研究の推進に寄与することを目的とする

センターに次の職員を置く

(1)センター長

(2)主

(3)所

(4)事務職員

(センター長)

第6条

(制定平成2年6月 1日)

改正平成 7年4月 1日

改止平成16年4月 1日

('任)

卸条

2

センター長は、イ青報システム部長がこれにあたり、大学長が委嘱する

センター「艮は、センターに関する業務を統括する

センタ^OX剖]は2年とするただし、冉イ壬を妨げない3

1名

各キャンパスに1名ずつ

各学部から1名

若下名

噺員)

鄭条

2

'任は、1青;吸システム部長または岳11部長がこれにあたり、

主任はセンター長を相浩し、各キャンパスに設置した,

、註任OX剖1は2年とする。ただし、再イ壬を妨げない3

2

(蔚劣職員)

第9条

(禾1朔よ態1」)

第10条

観程の改廃)

第Ⅱ条

所員は大学の教育職員からセンター長の推薦により大学長がこれを委嘱する

所員のイ壬期は2年とするただし、再仟を妨げない

蔚劣職員はセンターの目邸万剃丁のために彪要な一般事務、並びに技付拙秀者業務を行う

センターの利用規貝11は別に定める

この規貝11の改廃はイ青級システム委員会の議を経て理事会がこれを行う

附則

この規程は、平成2年6月 1日から応イ丁'tる

畔唄11

大学長が委嘱する

融に関する業務を統括する
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この規程は、平成7 (1卯5)年4月 1日から施イ]する

附則

この規稗は、平1戎16 (2004)年4月 1 日から施17・す'る

5 3 東北学院大学情報処理センター利用規貝

(禾1側者の資格)

貫首1^ 東北郭完大学t計R夕邸甲.センター(以下センター

者とする

①東北郭完の専イ劃哉員

②東北郭完大学のF完生・学生

③そのイ也、東北郭完大学オ肖

(利用の申請)

第2条

5.東北学院大学情報処理センター各種利用規程

センターを利用する者は、センター所定の利用申詰書をセンタ^に提出し、その承認を得なければならないただ

し、第1条第2号に該当する者は、原則として1鼬孝唄が申詰者となる

(禾1朔の方法)

須歓〕奔t センターの利用については、センター長の指示に従うものとする

ほ1朔のイ亭止)

利用者が本規貝11に従わない場合は、センタ・六長がその者の利用を停止することがある舞条

(禾1朔報告書の提出)

利用者はセンタ^から扱告を求められたときは、速や力、1こ禾1」用祁告書をセンタ^に提出しなければならない鮮55^

鯉程の改胸

この規貝1」の改廃は情帳システム委員会が行う鄭条

附則

1 この規程は平成2年6月 1日からj創]司、る

2 東北郭完「青報列曜センター利用規眞1」は、これを廃止する

附則

この規貝1」は、平成16年4月 1日から施イ]する

73

という)を利用することができる者は、次のいすサ1かに該当する

ンタ、「艮(以下センタ^という)が適当と認めた者

改正平成16年4月 1日





編集後記

このたび、節目となる「東北学院大学情報処理センター年報

としております

次年度は3キャンハス情報処理センターのシステム更新が控えており、システムの大幅な刷新が実施

される予定です。今後も、より層の講義および研究活動の支援ができるよう、各情報処理センターも

邁進していく気構えでおります

年報の内容にっきましては、まだまだ不十分な点もございますが、次期のシステムでも積極的にご利

用いただきける環境をご用意して、より層の内容の充実をはかっていければと考えております。

最後になりましたが、今回発行にあたって、お忙しい中、講義内容のご紹介を執筆いただいた教員の

皆様に感謝を申し上げて結びのご挨拶に代えさせていただきます

第5号」を発刊することができ、ほっ

集

圃

編集スタッフ



交通案内アクセスマップ)

至盛岡 至盛岡

至向陽台
泉I C

セネラル石油

泉区役所

泉中央駅

泉キャンハス

"無染容

泉

宮城1.C

袷島

仙台駅

.
青葉通り.

{園市立病院五橋駅

士樋キャンバス

土樋キャンパス

(文・経済・法学部3, 4年次および夜問主)

土樋情報処理センター

仏

35分

愛宕橋駅

至 沢至福島

仙底翼ゼ亘、'

至盛岡

〒980-8511

城駅
睡..

多賀城一多賀城
廃寺跡キャンハス

JR仙石線
風

仙台市青葉区土樋一丁目3番1号

電話(022)-264-6502

b多賀城市

Eニコ巨,ー

一」仟珪、
.

^,^^1

至塩釜

多賀城キャンパス

(工学音の

多賀城情報処理センター

系綿島

至塩釜

国道朽号線

〒985-8537

多賀城市中央一丁目 13番 1 号

電話(022)-368-1100

府多

地下銭

仙台駅

察署

至仙台港

泉キャンパス

(文・経済・法学部1, 2年次および教養学部)

泉情報処理センター

地下象
1分

ハス

3分

地下鉄

五橋駅

〒981 キー3193

市立病院前

仙台市泉区天神沢二丁目1番1号

電話(022)-375-1181

徒Jr
5分

毛..「
20分

k.広
5分

JRイL石線
20分

JR

松小
島牛

J武夷土不俶
15分

宅喋交'烹ハス
15分

JR

多城

JR爽才大殺
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、

仏ゞ
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、

辻下翫
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